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平成最後？ の米作り体験農園

船坂農会主催の「米作り体験農園」の説明会が５月６日（日）１０

時３０分からＪA兵庫六甲船坂出張所にて開催されました。予定枠

を超える申込みがあり、当日は３５名程度の方が参加され、説明

５月２０日（日）、毎年恒例になってきた公会堂の大掃除がありました。

公会堂を使用させて頂いている各種団体が約５０名近く集まり、９時からスタートしてそれぞれの

団体が持ち場に分かれ掃除しました。里山学校の運動場では座布団干しがあり、軽トラックで運ば

れた座布団の花が咲いたようです。天候にも恵まれ、会議室のワックスがけ・窓ふき・厨房の天

井・公会堂周りの草ぬき・草刈等普段あまりできないとこも掃除がされ、きれいになりました。

（編集委員：中尾 尚美)

公会堂の大掃除

５月２７日（日）いよいよ田植えの日がやって来ました。現地集合だったので現地に着くと…たくさ

んの人達が賑やかに田植え作業をされていて、総勢１５０人超え～?！ って感じで、ビックリで

す！ みなさん泥だらけになりながら、田植えを楽しんでいらっしゃいました♪

を熱心に聞かれていました。ＪA兵庫六甲西宮営農支援センターの林さんが１年間の主なスケジュー

ルやお米が出来るまでの説明をされた後、現地確認で解散。昨年との違いは脱穀作業を昔ながらの足

で踏む機械でするそうです。昔の人達がしていた作業が体験出来るなんて、ちょっと楽しみですね♪

乾燥作業も昔の稲架掛けの方がじっくり乾燥されるため、お米が美味しいのだそうです！ 太陽の光

とゆっくり時間と手間暇を掛けたものは、やっぱり美味しくなるのですね♪

（編集委員：黒木 富美子）

さて問題です！下の写真の左に写っている男の子は田んぼの真ん中

から端まで移動して水をパシャパシャした後、なんとつぶやいたで

しょうか？ ヒントはお風呂に入るとつい

口から出てしまう言葉です♪答えは最後の

ページを見て下さいネ(*^_^*)

???



船坂住民数珠つなぎ

－事務職から飲食業に進んだきっかけは？
土）友達の紹介で知り合った夫（土肥裕治さん）は、京都御所のすぐ近くで生まれ育った、
いわゆる街中の子。当時は京都や大阪のホテルのシェフをしていましたが、はじめて船坂に
来た時、山・川・田畑の自然な風景が身近…というかすぐ目の前に広がる風景をすごく気に
入り、「いつかこの場所で自分の店を持ちたい」と夢をもったようで。

（インタビュアー：中西 学）

－船坂に飲食店がほとんどない時ですが、不安はなかったですか？
土）正直、私はものすごく不安でした（苦笑）。それでも夫の思いを尊重し、実家の協力も
得て、平成５年に「西洋料理 船坂」をオープンしました。当時は服部緑地の家から通い、
子育てをしながらのスタートでした。私にとっては初めての飲食業で手さぐりでしたが、ス
タッフ面では弟一家に協力してもらったり、船坂の方にも法事等でご利用いただいたり、い
ろんな方とのご縁とご厚意が、今につながっていると感謝しています。おっしゃるとおり当
時はまだ船坂に飲食店のない時代でしたが、地域の新聞やタウン誌にPRしたことや、有馬温
泉へ来られたお客様の口コミもあり、今はリピーターのお客様にも多くご来店いただいてい
ます。

－恥ずかしながら、小櫻正人さん（新聞８６号にご登場）のお姉さんと知ったのはつい最近
です…（汗）。
土）結婚して姓が変わっていますから（笑）。私が生まれた時、家は３世代に叔父叔母など
も一緒に住んでいる大所帯で、私たちはとても可愛がってもらいました。船小卒業後は中高
一貫校に進み、就職先も大阪でしたので、結婚するまでバスで通っていました。雪が積もる
と歩いて帰ることもあり、この土地ならではの苦労もありました（笑）。

－船坂に来られたのは何年前ですか？
土）子どもも自立したので、夫婦で４，５年前に転居してきました。ご無沙汰だった近所の
人から「和代ちゃん」と呼ばれるのが嬉しいです（笑）。夫は並々ならぬ決意でこのお店を
はじめ、すごく力を注いでいるので、仕込みは今でも夫一人。予約の多いときは徹夜をする
こともしばしば。ホールも基本的に私一人ですが、楽しくお食事をしていただけるよう、お
客様のためにも身体の続く限りはこの生活が続くんじゃないかしら（笑）。

今は船坂にいくつかオシャレなお店がありますが、その先
駆けといえる「西洋料理 船坂」の奥様、土肥和代（どひ
かずよ）さんからお話をお聞きしました。お店は今年で２
５周年とのことで、そんなに月日が経ったのかと巡る速さ
に本当に驚き。そりゃ私もジジィになるわなぁ…(;^_^。

－お勤めはどちらに？
土）短大卒業後、大阪の住宅系化学メーカーでマーケティング事務の仕事に就きました。２
８歳で結婚、豊中市の服部緑地で新居生活をはじめ、２９歳で退職し子育てに専念しました。



船坂川の上流にも川上の滝がある（写真③）。

滝には不動明王が祀られ滝修業が行われていたとの話もあるが定かではない。

途中には、自然信仰の大岩があり、石の宝殿に繋がるので、或いは事実かもしれ

ない。裏六甲の行者道と考えたい。

大多田橋を過ぎてまもなく左に川があり、赤子谷（赤子川）と呼ばれ

ている。生瀬の住民が赤子が亡くなると埋葬していた場所といわれ、

供養塔と祠がある（写真②）。向かいの琴鳴山には、赤子川にちなむ

哀しい伝承がある（船坂新聞第４９号掲載）。赤子川の上流は行者谷

（投稿：与志朗）

里山学校からのお知らせ

（船坂里山学校）

船坂里山学校のランチルームの裏側に栴壇の花が咲いています。

平木（船坂公園）の方から、竹やぶの中の大きな木に"桜かな？"と思えるような淡いピンク色の花がよく

見えます。秋には大きな実をつけます。一度遠くから見てください。

６月から市内小学校５年生の西宮めぐりが始まり、バスが駐車場を出入りします。近隣の皆様にはご迷惑

をおかけしますがよろしくお願いいたします。

◆加工グループからのお知らせ

５月のよもぎ団子によもぎ餅、お買い上げ頂きありがとうございました。

６月のそばランチには、お待たせしました「そばぼうろ」を販売する予定です。

船坂産そば粉で作ったサクサク口どけのよい「そばぼうろ」、ご賞味下さい。

その他にもジャムやたけのこも販売しております。

表六甲の行者道は良く知られている。各地に行者堂がある。

蓬莱峡（当時は剣山と呼ばれていた）の山の中腹に「役の行者」の

３尊石像がある（写真①）。また、下の広場では修験者の「火渡

り」の行事が行われており、その目撃者も現存する。

◆ランチ・カフェグループのお知らせ

・６月１０日（日） 船坂そばランチ（そばぼうろを販売予定） ・７月 １日（日） 船坂うたごえカフェ

・６日１７日（日） 船坂カフェ ランチ ・７月 ８日（日） 船坂ランチ

・６月２４日（日） 船坂ランチ（よもぎもち販売予定） ・７月１５日（日） 船坂カフェランチ

※ランチ関係はいずれも１２時～となります。

（写真①）

（写真②）

（写真③）

と呼ばれ、滝があり、滝修業が行われていたと伝える。

船坂と行者道



卒業おめでとう♪

5月のある土曜日に勤め先の50周年祝賀会を伊丹市で開催

しました。会社は大阪ですが伊丹になった理由は、会

社初期の大きな仕事を伊丹でやっていた経緯があり、

その作品といえる場所が伊丹に残っているからでした。

50周年といっても私はそのうちの数年しか働いていな

いわけですが、このタイミングで働いていて、中小企

業といえど、業界のレジェンド的な方にもお越しいた

だいていたのでお目にかかることができ、めったにな

い機会になりました（*^^*）

★船坂のサークル活動★ [テニス] 土・日9:00 [ヨガ]月10：00 火19:30 [グラウンドゴルフ]水・金9:30

[ゴルフ]年3～4 回 [趣味作品] 常設展 [県民交流広場事業] 加工品・ランチ・そば・カフェ

はじめまして♪

古民家族 活動中！vol.18

まだ船坂の事を全然判っていないとおっしゃていたので、何かありましたら皆様、中田さんに船坂のいろん

なことを教えてあげてくださいませ<(_ _)>

(編集委員：西口 かおり)

編集者のつぶやき・・・

こんにちは！古民家族です！ ５月２７日（日）は古民家族の活動日でし

た。元気いっぱいの１年生２７名をお迎えして、大人数での活動となりま

した。小屋の修繕班は二階に登り、木をノミで削ったり、インパクトを使

（編集長：中西 学)

（古民家族)

５隣保の茅葺屋根古民家の北側で、しばらく空き家だったお宅に今年の３月、生野高原に住まれていた中田

眞里子さん・紗弥さん親子が引っ越しされてきましたヽ(*^^*)ノ。今後、眞里子さんの親御さんも同居予定

だそうです。眞里子さんは三田のNPO法人で、紗弥さんは有馬で板前勤務されており、仕事先に近くて静か

な環境の家を探された時に船坂を知り、特に紗弥さんが船坂をすごく気に入って家を購入されたとのこと。

学園ほっこり日記（お便り・発信・マンスリー vol.033）

こんにちは！善照学園です！ 善照学園では、５月初旬にお釈迦様のお誕生

を祝う花まつりを善照寺本堂にて行いました。紙芝居や先生からのお話を通じ

て、子ども達も命の大切さについて考え、「あせらず、くらべず、あきらめず、

ナンバーワンよりオンリーワン」ということを改めて感じられた一日になった

のではないかと思います。本園の理念でもあるように、人の痛みが分かり、

人を思いやる心がもてるよう、少しずつ成長していってほしいと思います。 （善照学園）

⁂問題の答えは『あ～気持ちいい～♪』でした＼(^o^)／ （編集委員：中尾 尚美）

ってネジを締めたりしました。草引きと瓦運びは量が多く、１日で出来るのか心配でしたが、古民家族

の得意技・バケツリレー&人海戦術で無事に終えることができました。

次回の活動は６月１７日（日）を予定しています。いよいよ、待ちに待った小麦の収穫です！

是非ご参加ください。 メール kominkazoku@gmail.com


